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会社概要

設 立：１９７２年４月２１日

資 本 金：２２億９，７４３万円

事業内容：総合リース業
1. リース契約
2.割賦契約
3.金融契約
4. スペースシステム契約

従 業 員：１４４名
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旭川支店

帯広支店

函館支店

苫小牧支店

釧路営業所

道内６拠点

仙台支店

青森支店

盛岡支店

郡山支店

山形営業所

東北５拠点

東京支店

大宮支店

横浜支店

千葉支店

水戸支店

関東５拠点

事業拠点 全１６拠点
本社：札幌
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会社沿革

１９７２年 ４月：中道リース株式会社 設立

（資本金２,０００万円）

１９８６年１２月：札幌証券取引所 上場

（資本金４億４,８００万円）

１９８８年 ６月：資本金を７億９,９２０万円に増資

２００２年 １月：ＩＳＯ９００１認証取得

２００６年 ５月：資本金を２２億９,７４３万円に増資

２００８年１２月：ＩＳＯ１４００１認証取得（本社）
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主な経営指標

0.170.461.24総資産利益率（％）

9.83.71.3株価収益率（％）

2.15.314.6自己資本利益率（％）

7.88.58.8自己資本比率（％）

681.16676.27641.03１株当たり純資産（円）

84,230,25680,640,39181,378,629総資産（千円）

6,576,3126,850,1967,158,381純資産（千円）

143,091371,5351,008,999当期純利益（千円）

569,108671,605305,070経常利益（千円）

29,843,41729,437,64830,903,446売上高（千円）

第４０期第４０期第３９期第３９期第３８期第３８期回次回次

20112011年年1212月月20102010年年1212月月20102010年年11月月決算年月決算年月

※決算期変更により、第38期は2010年1月20日、第39期は2010年12月31日が決算日です。
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配当金の推移と配当性向

45.211.64.3配当性向（％）
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株主数の推移
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株価の推移（直近３年間）
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営業体制

社長

北海道
営業
統括部

東日本
営業
統括部

スペース
システム
事業部

営業支援
グループ

メディカル
サポート
開発室
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北海道・東日本 営業統括部
★地域に密着した営業活動を行う部門
北海道 ４支店・１営業所

東 北 ４支店・１営業所

関 東 ５支店

★業界や商品の専門性に特化した部門
本社部 ・札幌圏車両・建機営業部 営業課

・サービス事業・商業施設関連営業部 営業課

・医療関連営業部 営業課

東京支社 ・サービス事業・商業施設関連営業部 東京営業課
・医療関連営業部 東京営業課

・バス事業特販担当

・環境関連営業支援担当

東北営業部 ・医療関連推進担当
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スペースシステム事業部

１９９０年より始まった、当社オリジナルの不動産活用
システム

不動産の所有形態・運営形態により、様々な活用方法
を提案

郊外型複合商業施設開発に特化してきたが、人口減
少による地域環境の変化に対応し、都市型小型店舗

の開発に軸足を移す

運営店舗 ５５箇所 １４２店舗

(北海道１０９店、東北２４店、関東・中部９店)
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スペースシステムの仕組み

建物転賃貸方式

土地建物自社所有方式

借地を利用した開発方式

中道リース
オーナー様

(地主様)
ユーザー様
(テナント様)

土地のみを賃貸する方式

ショッピングセンター共同開
発方式

PFI方式

主に6つの開発方式
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複合商業施設 滝川市東町
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メディカルサポート開発室

病院向け、施設管理サービス事業を展開。

給食、医療器具、消耗品の調達、清掃、その他業務

全般を請負い、病院経営の効率化、コスト削減をはかる。

今後、５年間で１０施設程度の受注を目指す。
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契約種類別受注高推移
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金融 633 929 3,313

割賦 4,860 9,602 11,785

リース 6,735 10,836 14,735
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地域別受注高構成比
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商品別構成比 （2000年との比較）
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輸送用機械 観光バス
５０人乗り大型観光バス(約４千万円)
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建設機械 ホイールローダ
積み込み機械(約３千万円)
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医療機器 ガンマーナイフ

放射線による腫瘍除去装置（約５億円）
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２０１２年１２月期 第１四半期決算概況
単位：百万円

５－－－配当（円）

1209085▲ ２７当期純利益

250170116147経常利益

250170117150営業利益

30,00015,0007,8837,338売上高

2012/1～12
（通期

累計予想）

2012/1～6
（半期

累計予想）

2012/1～3
（第１四半期

実績）

2011/1～3
（第１四半期）

実績
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中期基本戦略

新規受注額（投資額） ： 目標 年率５％増

（２０１２年度３１０億円、２０１５年度３６０億円）

営業エリア ： 全国展開を視野に

新規営業店の開設 ： ３年以内を目指す

業界の特性に通じたプロフェッショナルを育て、

他社とは違った営業力を養う
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将来の事象に関する記述についての注意事項

本資料は公開日における当社に関する公開情報及び、当社
が本資料の作成時点において行った将来の業績に関する見通
しに基づき記載されています。これらの記載は将来の業績を保
証するものではなく、一定のリスクや不確実性を内包しておりま
す。
従って、将来の実績が本資料に記載された見通しや予測と大

きく異なることになる可能性があることをご承知おきください。
内容の正確さについては細心の注意を払っておりますが、掲

載された情報の誤りによって生じた障害等に関しまして、当社は
一切責任を負うものではありませんのでご了承ください。
また、この説明会資料は投資勧誘を目的としたものではあり

ません。投資に関する決定は利用者ご自身のご判断において
行われるようお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました


